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アジア太平洋地域インフラストラクチャー
2021年調査結果
ホワイト＆ケースは、2020 年第四半期、インフラメーション社（Inframation）との連携により、アジア
太平洋地域のインフラストラクチャー・セクターにおける 100 名以上の意思決定者に対する調査を実施し
ました。本調査結果は、提供された意見に依拠するものではありますが、市場心理を幅広く反映したもの
となっております。なお、本調査結果については、匿名化したうえで、総体的に表示しています。

質問 4：貴社のグローバルインフラ投資は以下のどの水準に 
ありますか

質問 1：現在どの国に所在していますか

18%米国

5%スイス

4%マレーシア

8%シンガポール

3%アラブ首長国連邦

7%日本

英国 6%

スウェーデン 2%

サウジアラビア 1%

中国 7%

カナダ 7%

オーストラリア 7%

韓国 6%

インド 4%

スペイン 3%

香港 3%

フィリピン 2%

インドネシア 2%

ロシア 1%

オランダ 1%

イタリア 1%

フランス 1%

ベルギー 1%

割合
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16%20 – 35

19%5 – 10

3%1 – 2
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6%35 – 50

0.5 – 1 2%

More than 50 13%
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質問 2：貴社の本部はどの国を拠点としていますか

18%米国

5%スイス

4%マレーシア

8%シンガポール

3%アラブ首長国連邦

7%日本

英国 6%

スウェーデン 2%

サウジアラビア 1%

中国 7%

カナダ 7%

オーストラリア 7%

韓国 6%

インド 4%

スペイン 3%

香港 3%

フィリピン 2%

インドネシア 2%

ロシア 1%

オランダ 1%

イタリア 1%

フランス 1%

ベルギー 1%

割合

0 4 10 141286 16 182 20

質問 3：貴社の組織に最も近いカテゴリーは以下のいずれ 
ですか

スポンサー／開発者 30%

年金基金ソブリン・ 
ウェルス・ファンド 20%

0 10 15 2520 305

投資ファンド 30%

投資銀行／ 
金融機関／ 

輸出信用機関
20%

割合
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質問 5：アジア太平洋地域における貴社のインフラ投資総額に
ついて、世界のその他の地域と比べた割合はどの程度ですか

質問 6：アジア太平洋地域における貴社のチーム規模に変化は
ありますか

質問 7：今後 1 年の間にアジア太平洋地域のどの国／領域にお
いてインフラ投資を計画していますか

平均 54%

0 10 20 4030 50 60

割合

質問 8：2021 年はアジア太平洋地域のどのインフラセクターに
対する投資を計画していますか

18%パイプライン

58%社会（教育、医療、高齢医療）

57%送電及びエネルギー供給

69%道路

38%太陽光

36%鉄道（旅客及び貨物）

53%空港／航空

40%港湾及び海運

33%洋上風力発電

35%橋梁

21%水（供給及び処理）

19%陸上風力発電

17%化石燃料（石炭やガスなど）

16%水素

6%原子力

割合

0 30 6050402010 70 80 90 100

その他の再生可能エネルギー 
（バイオマス等） 4%

トンネル 17%

廃棄物処理及びリサイクル 17%

バッテリーの保管 19%

テレコミュニケーション 35%

質問 9：アジア新興国（中国、インドを除く）でインフラ投資
を行うことによる最大の利点は何ですか

45%
波及的／二次的な投資機会へ 

の展開

54%豊富な機会

37%地理的な多様性

33%
競争上の優位性（価格設定への圧力

や競争を回避すること等）の作出

26%地域間の関係強化

0 30 6050402010 70 80 90 100

組織の評判向上 20%

関連する機会の統合 40%

長期投資リターンの強化 45%

割合

2%変更なし

成長 78%

0 10 20 6040 80 10090705030

削減 20%

割合

66%オーストラリア

30%タイ

29%中国 – 香港

60%シンガポール

23%日本

46%フィリピン

40%ベトナム

39%韓国

39%インド

36%インドネシア

35%マレーシア

27%中国本土

20%ニュージーランド

11%ミャンマー

10%台湾

9%カンボジア

6%スリランカ

5%パキスタン

3%
ブルネイ・ 

ダルサラーム国

20%バングラデシュ

6%ラオス

0 10 3020 40 50 60 70 80 90 100
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質問 10：アジア新興国（中国、インドを除く）におけるインフ
ラ投資の最大の課題は何だと考えていますか

質問 11：新型コロナウイルス感染症は、アジア太平洋地域の 
インフラストラクチャーへの投資水準に悪影響を及ぼすという
記述について、どの程度同意するかお答えください

質問 12a: アジア太平洋地域における新型コロナウイルス感染症
リスクに対応するために、貴社の投資判断はどのように変化し
ていますか

質問 12b：アジア太平洋地域における新型コロナウイルス感染
症リスクに対応するために、貴社の投資判断はどのように変化
していますか

0 10 20 30 5040

規制制度が不十分 32%

デット・ファイナンスの利用し
やすさ 30%

ロジスティックの供給／ 
既存のインフラに起因する問題 20%

不十分又は不適切なESG基準）標準 19%

37%商業的リスク

33%
官民連携における制度的優位性及び

政府機関の優位性の欠如

18%
官民のパートナーシップに

対するサポートの欠如 

外国為替リスク 17%

新型コロナウイルス感染症 16%

建設及び納品のリスク 35%

政治的リスク 43%

割合

0 10 20 30 5040 60

新たな資産クラスやサブ資
産クラスへの多角的投資

16%

55%

新な投資技術の導入
又は利用の増加 47%

14%

影響を受けた取引条件の 
緩和又は再交渉

11%

37%

直接投資から間接投資への
方針変更

7%

36%

一部のセクター及び／ 
又は一部地域においてアジ
ア太平洋地域インフラスト

ラクチャーへの投資削減

9%

22%

医療、健康、教育インフラ
ストラクチャーなど特定の

分野への取り組みの強化

10%

20%

投資戦略に変更なし
16%

17%

すべてのセクター及び地
域においてアジア太平洋
地域のインフラストラク

チャーへの投資削減

12%

17%

5%
ESG認証への取り組みの強化

16%

最も重要

トップ3

割合

0 5 10 15 2520 30

投資戦略に変更なし
8%

28%
0%

新たな資産クラスやサブ資
産クラスへの多角的投資

12%
16%

20%

新な投資技術の導入
又は利用の増加

16%
16%

8%

影響を受けた取引条件
の緩和又は再交渉

12%

12%
10%

医療、健康、教育インフラ
ストラクチャーなど特定の

分野への取り組みの強化

12%
10%

8%

一部のセクター及び／ 
又は一部地域においてアジ
ア太平洋地域のインフラス
トラクチャーへの投資削減

12%
4%

16%

直接投資から間接投
資への方針変更

0%
10%

8%

ESG認証への取り組みの強化 6%
0%

8%

すべてのセクター及び
地域においてアジア太平

洋地域への投資削減

28%

20%
0%

EMEA

アジア太平洋地域南北

南北アメリカ

割合

0 10 20 30 5040

そう思わない 9%

40%中立

同意する 27%

強く同意する 24%

割合
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質問 13：アジア太平洋地域のインフラストラクチャーに投資 
する場合、投資を将来保証するために考慮すべき最も重要な 
ポイントをどのようにお考えですか

質問 14：アジア太平洋域のインフラストラクチャー・プロジェ
クトへの投資を検討する場合、貴社の判断においてテクノロ
ジーはどの程度重要なポイントですか

質問 15：インフラストラクチャー・プロジェクトに技術的な 
変革をもたらすために、どのように他の事業者と連携していま
すか

あまり重要
ではない 1%

8%中立

ある程度重要
である 29%

かなり重要 62%

0 10 20 30 5040 60 70

割合

0 10 20 30 5040 60

プロジェクトの長期的なメ
リットへの取り組みの強化

17%

49%

上場企業と未上場企業のイン
フラ資産の収支を合わせるた

めポートフォリオの見直し 37%

18%

プロジェクトの持続可能
性と環境への配慮への取り

組み強化

20%

33%

デジタル・インフラスト
ラクチャー、テクノロジ
ー、データセンター、通

信への取り組み強化

19%

27%

仮想ディブリーフィング
や仮想デューデリジェンス

など新たな条件への適応

6%

20%

航空、運輸などの従来の
セクターへの集中の緩和

8%

14%

「ブラックスワン」イベント
へのプランニング強化 

（例：パンデミッ
ク、貿易紛争）

8%

14%

再生可能エネルギー
への取り組み強化

4%

6%

最も重要

トップ2

割合

質問 16：今後 3 年間で、どの国においてインフラストラクチャー
分野に新たなテクノロジーが創出されると予想しますか

46%米国

9%英国

6%ロシア

40%ドイツ

36%日本

韓国 10%

シンガポール 17%

イスラエル 14%

スイス 11%

中国 10%

0 10 20 30 40 50 60

割合

0 10 20 30 5040 60

45%
テクノロジー・プロバイダー

とのパートナーシップ／ 
合弁事業

28%
テクノロジー・プロ

バイダーへの委託

15%社内における専門技術の開発

10%
テクノロジー・

プロバイダーの買収

テクノロジーは関連する検討
事項ではない 2%

割合
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質問 17: アジア太平洋域のインフラストラクチャー・プロジェ
クトへの投資を検討する場合、ESG に対する検討はどの程度 
重要ですか

質問 18a: アジア太平洋地域のインフラストラクチャー・プロ
ジェクトへの投資を検討する場合、最も重要な ESG の検討事
項をお答えください（それぞれの回答について上位 2 つを選択
してください）– 環境

質問 18b: アジア太平洋地域のインフラストラクチャー・プロ
ジェクトへの投資を検討する場合、最も重要な ESG の検討事
項をお答えください（それぞれの回答について上位 2 つを選択
してください）– 社会

質問 18c: アジア太平洋地域のインフラストラクチャー・プロ
ジェクトへの投資を検討する場合、最も重要な ESG の検討事
項をお答えください（それぞれの回答について上位 2 つを選択
してください）– ガバナンス

あまり重要ではない

0%

10%

0%

中立

8%

32%

12%

ある程度重要

12%

16%

12%

かなり重要

80%

42%

76%

0 10 20 30 5040 60 70 80 90 100

南北アメリカ

アジア太平洋地域

EMEA

割合

18%
カナダ先住民／ 

先住民の利害関係者の利益

17%
データのセキュリテ

ィとプライバシー

16%顧客満足度

32%アクセスと手頃な価格

27%
公正なマーケティング及

び広告

労働基準 40%

人権と地域関係 28%

0 10 20 30 5040 60

13%性別と多様性

9%苦情処理のメカニズム／報酬

割合

18%役員報酬

15%取締役会の構成

8%監査委員会の構成

36%サプライチェーンの管理

29%安全管理

政治的影響 51%

企業倫理と透明性 35%

0 10 20 30 5040 60

8%内部告発制度

割合

20%有害物質の管理

16%生物多様性の課題

5%空気質

40%水及び廃水の管理

24%森林伐採

エネルギー効率 55%

温室効果ガスの排出 40%

0 10 20 30 5040 60

割合
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質問 19: インフラストラクチャーの機会に最も関心のあるアジ
ア太平洋地域の国／領域を選択するとしたら、どの国／領域を
選択しますか。また、その理由は何ですか

質問 20：インフラストラクチャーへの投資先としての魅力を
失っていると思われるアジア太平洋地域の 2 つの国／領域はど
こですか。また、その理由は何ですか

31%
73%

シンガポール

割合

0 20 50 70604030 80 9010 100

36%
63%

オーストラリア

12%
56%

フィリピン

19%
52%

ベトナム

17%
48%

韓国

30%
43%

インド

8%
28%

インドネシア

6%
27%

中国 – 香港

15%
27%

中国本土

5%
23%

タイ

6%
23%

日本

2%
21%

マレーシア

8%
21%

バングラデシュ

2%
18%

ニュージーランド

0%
9%

台湾

0%
4%

パキスタン

0%
4%

カンボジア

0%
3%

ミャンマー

0%
0%

ブルネイダルサラーム国 

スリランカ 1%
1%

0%ラオス
1%

フィリピン 3%

ブルネイダルサラーム国 3%

36%パキスタン

割合

0 10 3020 40 50

26%中国本土

23%スリランカ

16%ミャンマー

15%日本

15%インド

15%カンボジア

10%マレーシア

9%ベトナム

7%ラオス

5%ニュージーランド

4%タイ

4%インドネシア

4%バングラデシュ

0%オーストラリア

中国 – 香港 1%

0%シンガポール

3%台湾

韓国 0%
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質問 22: 今後 1 年の間に、アジア太平洋地域のインフラストラ
クチャーはどの地域において行われるとお考えですか

質問 23：次の記述について、どの程度同意するか、又は同意し
ないかをお答えください

質問 24: アジア太平洋地域の気候変動と天候のリスクに対応す
るために、貴社のビジネスはどのように変化していますか

84%中国

60%日本

50%米国

40%資産のホスト国

26%韓国

22%ヨーロッパ

6%中東

3%その他のアジア太平洋諸国

割合

0 10 3020 40 50 60 70 80 90 100

46%革新と技術の進歩に焦点を当てる

割合

0 10 20 30 40 50

災害復旧と気候変動の影響に
対する防御が優先事項である

国に対してのみ投資する
31%

当社のビジネスモデルは
変更されていない 13%

これらの要因対するリスクが
低い国に対してのみ投資する 10%

割合

0 10 3020 40 50 60 70 80 90 100

（a） 気 候 変 動 と 天 候 リ ス ク は、 ア ジ ア 
太平洋地域への投資を選択する際に
ビジネスの重要な要素である。

43% 36% 12% 9%

（b）制裁や貿易戦争が実際に起こり、又
はその恐れがある場合、アジア太平
洋地域のインフラへの投資水準に悪
影響を及ぼす。

35% 25% 10% 28% 2%

(c) アジア太平洋地域における再生可能
エネルギープロジェクトの大多数は、
2020 年～ 2021 年に資金調達に至り、
地域全体の他のインフラストラク
チャーへの投資にプラスの影響を与
える。

35% 29% 20% 15% 1%

（d）再生可能エネルギープロジェクトの
資本コストは、社会・運輸インフラ
と比較して一般的に低いため、アジ
ア新興国（中国及びインドを除く。）
では比較的魅力的な資産クラスと
なっている。

40% 31% 13% 16%

(e) 今 後 1 年 の 間 に、 官 民 連 携（PPP）
はアジア太平洋地域の新興国 ( 中国
及びインドを除く。) の経済において
インフラプロジェクト（エネルギー
を除く。）を行う上でより好ましい 
手法となる。

14% 36% 16% 22% 12%

強く同意する 同意する どちらとも言えない そう思わない まったくそう思わない
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質問 21：2021 年にアジア太平洋地域のインフラストラクチャー
に最も適していると思われる投資の資金源はどれですか

48%年金基金

割合

0 10 3020 40 50

38%開発金融機関の支援

37%多国間銀行

34%投資資金

28%デット・ファンド

27%現地の商業銀行

23%国際商業銀行

18%
ソブリン・ウェルス・フ

ァンド

15%輸出信用機関

14%株式投資

13%ブレンド・ファイナンス

5%債券
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